
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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景況調査レポート

■ 長野しんきん 景況調査レポート
■ 企業アンケート 「カスタマーハラスメント」①
■ 生活者アンケート 「新NISA」①
■ 北信濃 明治時代の風景 （31）篠ノ井塩崎
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長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

樹林帯を抜け、リンドウ、ヤマハハコ、アキノキリンソウなどの花咲くゲレンデを登
り終わると、澄んだ水をたたえた美しい池が現れます。ここが2,009mの山頂というの
だから驚きです。ここは奥志賀高原「焼額山」の山頂。山頂とは思えないほど広い高層
湿原と、鏡のように空と雲を映す水面が織りなす美しい風景が広がっていました。

山ノ内町

稚児池
ち   ご  いけ

やけびたいやま

みな  も



◆北信地区の７月～９月期の業況判断Ｄ･I
 前期   今期      来期（予想）

全 産 業　▲14 → ▲ 7（７㌽改善） → ▲13
製 造 業　▲26 → ▲22（４㌽改善） → ▲24
非製造業　▲ 8 → ± 0（８㌽改善） → ▲ 7
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■業況判断D・Iの推移（長野県・北信） 長野信金の景況調査（北信）
日銀の企業短期経済観測調査（長野県）
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景況 概　況

●北信地区の業況判断D・Iの推移

全 産 業

製 造 業

非製造業

［調査要領］　  
●調査実施……2024年９月  
●調査対象企業（回収）　      
　製造業……………67社 
　建設業……………65社
　卸小売業…………41社
　サービス業………39社　　 　

　合計…………… 212社 
●回収率………… 87.2％ 
●従業員規模
　30人未満………75.0％   
●分析…Ｄ･Ｉ判断指数
　を中心に分析

D・I指数は、業況について「良い」とする企業割合から「悪い」とする企業割合を
引いた数値（四半期ごとに実施する景況アンケートに基づく）
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　2024年７～９月期の業況判断Ｄ･Iは、全産業
で7㌽改善して▲7となりました。製造業は４㌽
改善の▲22、非製造業は８㌽改善の±０です。
　2024年10～12月期の全産業の業況判断Ｄ･I（予
想）は、６㌽悪化の▲13となりました。

　非製造業の業種別業況判断Ｄ･Iは、建設業が±
０（前期比＋８㌽）、卸小売業が▲15（同＋４㌽）、

サービス業が＋15（同＋13㌽）となり、全産業で改
善しています。

非製造業▲８ → ±０  建設業・卸小売業・サービス業、全て改善

▲4.3

▲33.8

＋8.8

◆長野県北信地区◆2024年７～９月期…景気の現状 ◇2024年10～12月期…景気の見通し

◆売上高Ｄ･Ｉと収益判断Ｄ･Ｉ
              売上高Ｄ･Ｉ（「増加」－「減少」） 収益判断Ｄ･Ｉ（「増益」－「減益」）
  前期 今期       前期     今期

全 産 業 ▲ 9 → ＋３（改　善）   ▲15 → ▲ 7（改　善）
製 造 業 ▲ 2 → ▲２（横ばい）   ▲ 6 → ▲12（悪　化）
非製造業 ▲13 → ＋６（改　善）   ▲20 → ▲ 4（改　善）

◆非製造業の業種別業況判断Ｄ･Ｉ
   前期     今期       来期（予想）

非製造業  　   ▲ 8 → ± 0（ 8㌽改善） → ▲ 7  
　建  設  業　 ▲ 8 → ± 0（ 8㌽改善） → ▲ 2   
　卸小売業　▲19 → ▲15（ 4㌽改善） → ▲34
　サービス業　＋ 2 → ＋15（13㌽改善） → ＋13 

全産業
（日銀短観）

（予想）

（第197回景況アンケート調査）

2023年12月 2024年3月

全産業▲14 → ▲７ 製造業、非製造業はともに改善
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　製造業の７～９月期の業況判断Ｄ･Iは▲22で、
前期（▲26）に比べ４㌽改善となりました。10～12
月期は今期より２㌽悪化の▲24の予想です。 

　建設業の７～９月期の業況判断Ｄ･Iは±０で、
前回（▲８）に比べ８㌽改善しています。10～12月
期は今期より２㌽悪化の▲２の予想です。

企業からのコメント　　

企業からのコメント

製造業の景況
４㌽改善して▲22に、来期は悪化の予想

建設業の景況
８㌽改善して±０に、来期は悪化の予想

■製造業、建設業の業況判断D・Iの推移（北信）

☆★受注に大きな動きはないが、物価高の影響で消耗
　品等に値上げの動きがある。  （プラスチック製品）
☆★本年度の受注状況は昨年に比べて、やや落ち込
　んでいる。これは、金属製品加工業全体にいえる
　ことだが、残り４か月でどのくらい受注が上り調
　子になるか期待したい。　　　　　　　 （金属製品）
☆★眼科用機器はまだ順調であるが、船舶用照明機
　具は見通しが悪い。　　　　　　　　　（機械器具）
★今年のお中元商戦は、乾麺全体があまり良くなかっ
　た。暑すぎたのが原因だろうか。お歳暮、年越しに
　向けても今のところ、あまり良い見通しは立って
　いない。　　　　　　　　　　　　　　 　（そば）

★若手の職人や技術者の不足が顕著になっている。
　採用しようとしても集まらず、いったん入社して
　もなかなか定着しない。　　　　　　　　　 （土木）
☆★商談や見積件数は増加しているが、価格が折り
　合わない。　
☆水回り中心の1000万円前後のリフォームが増加して
　いる。年齢層は60～70代が多い。 （以上、総合建設）
☆★工事の依頼はあるが、職人の手が足りない。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （建築）
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　　　　　　　 （前期）　  4～ 6月期  ▲26
◆業況判断Ｄ･Ｉ　（今期）　     7～ 9月期  ▲22  
　　　　　　　 （来期）　   10～12月期  ▲24（予想）
◇業種別業況判断Ｄ･Ｉ　

◆収益判断Ｄ･I（「増益」－「減益」）…▲12（６㌽悪化）　
｢増益」割合   前期  19％　→ 15％（４㌽減少）
｢減益」割合   前期  25％　→ 27％（２㌽増加）

　　　　　　　 （前期）　 4～ 6月期  ▲８
◆業況判断Ｄ･Ｉ　（今期）　 7～ 9月期  ±０
　　　　　　　 （来期）　10～12月期  ▲２（予想）

◇業種別 総合建設　前期 ＋18 → ＋11（ 7㌽悪化）
　　　　 土木工事　前期 ▲25 → ▲27（ 2㌽悪化）
　　　　 建　　築　前期 ▲35 → ＋ 5（40㌽改善）
　　　　 各種設備　前期 ＋27 → ± 0（27㌽悪化）

◆収益判断Ｄ･I（「増益」－「減益」）…▲９（２㌽改善）
 ｢増益」割合　前期 13％  →  13％（横 ば い）
 ｢減益」割合　前期 23％  →  22％（１㌽減少）

◆現在の採算状況…改善
 ｢利益確保」　　　 前期 56％  →  56％（横 ば い）
 ｢収支トントン」　 前期 37％  →  40％（３㌽増加） 
 ｢赤字」　　　　　 前期  6％  →   5％（１㌽減少）

３
月

◆現在の採算状況…悪化　　　　　　　　　
｢利益確保」　　　 前期 33％　→ 37％ （ 4㌽増加）
｢収支トントン」　 前期 51％　→ 37％ （14㌽減少） 
｢赤字」　　　　　 前期 16％　→ 25％ （ 9㌽増加）
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　卸小売業の７～９月期の業況判断Ｄ･Ｉは▲15で、
前回（▲19）に比べ４㌽改善。10～12月期の業況判
断Ｄ･Ｉは19㌽悪化の▲34の予想です。

　サービス業全体の７～９月期の業況判断Ｄ･Ｉは
＋15で、前回（＋２）と比べ13㌽改善しました。全
業種が改善しています。10～12月期の業況判断Ｄ･Ｉ
は２㌽悪化の＋13の予想です。

企業からのコメント　　

企業からのコメント　

卸小売業の景況
４㌽改善の▲15、来期は悪化の予想

サービス業の景況
13㌽改善の＋15、来期は悪化の予想

■卸小売業、サービス業の業況判断D・Iの推移（北信）

☆★人の動きもコロナ前のようになってきたので、菓
　子折や祝事等の用途が戻ってきた。しかし、仕入値
　が上昇しているので、販売価格を考えないといけな
　い。　　　　　　　　　　　　　　  （和洋菓子小売）
☆今年は春先の霜の害もなく、台風10号の影響もなか
　ったので例年になく果実類が豊作だった。 （果実卸）
☆混乱していた新車の納入状況については人気車で
　なければ、３か月程度で納車されるようになって
　きており正常化してきている。　　　（自動車小売）

☆★原材料価格の高騰により主に地元のお客さまをタ
　ーゲットにしている飲食店においては、値上げをす
　ると客足が遠のく傾向にあるようだ。　　  （そば店）
☆★問合せは増えてきているが成約は少なく、成果
　はなかなか上がらない。 　　　　　　 　（不動産）
☆★運賃の値上げの動きが出たとしても、コンペ等
　で買いたたきのような運賃になってしまう場合も
　あり、今までの繋がりがどれほどのものだったか
　試されているような状況。　　　　　　　　　　    
☆★昨年に比べて鉄道貨物が増加している。セメン
　トなど建設関連貨物は不調。　　　    （以上、運送）

　　　　　　　 （前期）     4～  6月期  ▲19
◆業況判断Ｄ･Ｉ　（今期）     7～  9月期  ▲15
　　　　　　　 （来期）   10～12月期  ▲34（予想）

◇業種別  卸売業　前期 ▲28 → ▲28（横 ば い）
　　　　　小売業　前期 ▲12 → ▲ 4（８㌽改善）

◆収益判断Ｄ･I（「増益」－「減益」）…▲７（26㌽改善）　
｢増益」割合　前期 10％ → 24％（14㌽増加）
｢減益」割合　前期 43％ → 32％（11㌽減少）

　　　　　　　 （前期）        4～  6月期  ＋  2
◆業況判断Ｄ･Ｉ　（今期）        7～  9月期  ＋15 
　　　　　　　 （来期）    10～12月期  ＋13（予想）

◇業種別業況判断Ｄ･Ｉ  
輸　　　　送　前期 ▲22 → ▲11（11㌽改善）
外　　　　食　前期 ＋50 → ＋67（17㌽改善）
観　　　　光　前期 ▲25 → ▲20（ 5㌽改善）
不 動 産　前期 ± 0 → ＋10（10㌽改善）
その他サービス　前期 ＋14 → ＋17（ 3㌽改善）◆現在の採算状況…改善　

｢利益確保｣　　　前期30％ → 34％（４㌽増加） 
｢収支トントン｣　前期49％ → 54％（５㌽増加） 
｢赤字｣　　　　　前期21％ → 12％（９㌽減少）
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雇 用 情 勢　７～９月期 
卸小売・外食・サービス・輸送・観光が改善

資 金 繰 り　７～９月期  
卸小売・外食・観光が改善

販売価格動向　７～９月期  
製造・建設・サービスが上昇
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 業        種 前期（４～６月） 今期（７～９月） 来期（10～12月） 
  全産業 
  製　造　業 
  建　設　業 
  卸小売業 
  外　食　業 
  サービス業 
  輸　送　業 
  不動産業 
   観　光　業 

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

　従業員の過不足感（「過剰｣－｢不足」）は、全
産業で▲37となり、前回（▲39）に引き続き、
不足感が継続しています。

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸小売業

外 食 業

サービス業

輸 送 業

不動産業

観 光 業

従業員の過不足感（％）

資金繰り状況感（％）

業種別販売価格動向（対前期）（％）
上昇 不変 下降

（資料：当金庫）

（資料：当金庫）

（資料：当金庫）

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸小売業

外 食 業

サービス業

輸 送 業

不動産業

観 光 業

全 産 業

製 造 業

建 設 業

卸小売業

外 食 業

サービス業

輸 送 業

不動産業

観 光 業

苦しい楽である 問題ない

過剰 適正 不足

　資金繰り状況判断（「楽である｣－｢苦しい」）
は、全産業で▲20となり、前回（▲17）と同様、
「苦しい」が上回っています。

　販売価格動向（「上昇｣－｢下降」）は、全産業
で＋27となり、前回（＋29）に引き続き、価格の
上昇傾向が継続しています。
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販売価格動向　（｢上昇｣－｢下降｣）

資金繰り　（｢楽である｣－｢苦しい｣）

雇用情勢　（｢過剰｣－｢不足｣）
業        種 前期（４～６月） 今期（７～９月） 

全産業
 製　造　業
 建　設　業
 卸小売業
 外　食　業
 サービス業
 輸　送　業
 不動産業
 観　光　業

 業        種 前期（４～６月） 今期（７～９月） 来期（10～12月） 
  全産業
  製　造　業
  建　設　業 
  卸小売業 
  外　食　業 
  サービス業 
  輸　送　業 
  不動産業 
   観　光　業 

 

 ▲38.6 ▲37.0
 ▲20.6 ▲22.4
 ▲51.6 ▲52.3
 ▲28.6 ▲23.1
 ▲71.4 ▲66.7
 ▲71.4 ▲66.7
 ▲88.9 ▲66.7
 ▲14.3 ▲20.0
 ▲50.0 ▲40.0

 ▲17.1 ▲19.5 ▲22.8
 ▲14.5 ▲22.4 ▲26.2
 ▲15.6  ▲19.0 ▲20.9
 ▲30.9 ▲22.0 ▲22.5
 ▲12.5 ▲11.1 ▲22.2
 ±0 ▲33.3     ▲33.3
 ▲11.1 ▲11.1 ▲11.1
 ±0 ±0 ▲10.0
 ▲25.0 ▲20.0 ▲40.0

 ＋28.7     ＋27.3     ＋23.4
 ＋12.9     ＋18.2     ＋10.9
 ＋27.3     ＋36.7     ＋26.6
 ＋45.0 ＋31.8     ＋32.5
 ＋50.0     ＋33.3 ＋44.4
 ＋42.9 ＋80.0     ＋40.0
 ＋55.8 ±0 ＋22.2
 ＋22.2 ＋20.0 ＋33.3
 ＋37.5 ±0 ±0

66.7
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　「本調査におけるカスタマーハラスメント（以下、
「カスハラ」という。）の定義」　顧客・取引先等から
の職場環境が害されるレベルの不当要求のこと。
自社側に落ち度がないにもかかわらず金品等を要

求されたり、落ち度があったとしても脅迫や威嚇、
暴行などを用いて非常識かつ不当な要求を受ける
こと。

　「ここ数年、世間一般におけるカスハラは増え
ていると感じるか」を聞きました。
　「増えている」が28.3％、「減っている」が10.4％、
「変化なし」が34.0％、「分からない」が26.9％とい

う結果になりました。
　「増えている」と感じている企業を従業員規模別
でみると、30人以上が30.2％、30人未満が27.7％
となり大差はありませんでした。逆に「減ってい
る」と感じている企業は、30人以上の17.0％に対
し、30人未満では8.2％となり差が開く結果となり
ました。

7

　製造業
◇食品を取り扱っているとどうしても出てくるもの。
　最近は、フリーダイヤルで高齢の方から内容の無
　い長い電話が増加傾向にある。　　　
◇法律で規制しないと対応できない思う。
◇お客さまのご意見や要望と、カスハラは重なる部
　分もあり、線引きが難しいと感じる。（以上、食料品） 
◇日頃から社員教育の中で注意するとともに、顧客
　との連携を密にしておくことが大切だと思う。　
　　　　　　　  　　　　　　　　　 （医療機器）
◇売る側と買う側は、「商品やサービスの提供～対価
　の支払い」という関係においては、対等であるべ
　きだと考える。 　　　　　　　　　　　   （雑貨）
◇ここ数年は業界全体で健全化が進み、過剰な要求
　や不当な言いがかりなどが減少していると感じて
　いる。依然として、納期に対する厳しい要求はあ
　るが、対応可能な範囲での調整が認められるよう
　になった。　　　　　　　　　　　  （印版・紙器）
◇特に中小企業では、対策を講じるのは難しいよう
　に思う。　　　　　　　　　  （プラスチック製品）
◇当社はB to Bの商流のため、カスハラに遭遇する機
　会自体が少ないように思う。　　　　（金属製品）
◇最近、ニュース等でたびたび取り上げられている
　ため世間に実態が明らかにされてはいるが、自分
　の周りではその様なことは感じてはいない。これ
　だけ取りざたされれば、カスハラに敏感になり、
　より減っていくことを期待したい。　  （金属製品）
　建設業
◇カスタマー（顧客）への対応事例はないが、施工現
　場近隣からの苦情（音・渋滞・ホコリ等）への対応
　の負担が大きい。 　　　　　　　（総合建設業）

◇当社の場合は、車両運転に対するハラスメント（ク
　レーム）が全て。全車にドライブレコーダーを装
　着し、安全運転スローガンや対応の仕方等の教育
　を適宜実施している。 　　 　　　    　 （内装仕上）
◇自社側に落ち度があって、賠償する際に過剰な請
　求をされるケースがあった。　　　（土木工事業）
◇最近、たまたま知らない人からのカスハラがあっ
　たが、通常はほとんどない。　　　　   （建築業）
◇弊社において、一社のみ該当する会社（担当）が 
　ある。その担当者は、発注権限を持っているので
　今のところ対策方法が無く苦慮している。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　   （機械設置工事）
 　卸小売業
◇弊社では、カスハラと感じるお客さまはいないが、
　今後、そういったことが起きた場合、きちんと対
　応できるようにしておきたい。   （和洋菓子小売）
◇地元の固定客が多いため、現状ではカスハラ等の
　経験はないが、今後は念のため対策を考えておい
　たほうが良いと感じている。　　　  （自動車小売）
 　サービス業
◇“お客さまは神様だ”を間違って解釈してしまった
　顧客側が、　自分のわがままを企業側に押し付けて
　いるだけだと思う。  　　　　　　　　   （運輸）
◇従業員の丁寧な説明等により、カスハラの減少に
　繋がると考えており、従業員教育を徹底していく。
◇不当なレビューを書かれてしまい、残念なことが
　一回あった。　　　　　　　　　　  （以上、旅館）
◇以前から定期的にあった理不尽なクレームを、「カ
　スハラ」と表現しやすくなったため、店側も少々過
　敏になっている気もする。　　    　　　  （飲食店）
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　「増えている」と感じている企業の割合を業種別
にみると、建設業（40.0％）、サービス業（33.3％）、
製造業（25.4％）、卸小売業（9.8％）の順となり、卸
小売業が最低という結果となりました。

　「減っている」と感じている企業の割合は、卸小
売業（12.2％）、製造業（10.4％）、サービス業（10.3
％）、建設業（9.2％）の順で大差はありませんでし
た。
　「変化はない」と感じている企業の割合は、卸小
売業（41.5％）、建設業（35.4％）、製造業（34.3％）、
サービス業（23.1％）という結果となりました。

［調査要領］
実施期日：2024年９月上旬～中旬
実施方法：第195回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収212社（製造業67社、建設業65社、
　　　　　卸小売業41社、サービス業39社）
　　　　　うち従業員30人未満159社（75.0％）

企業アンケート
「カスタマーハラスメント」 ①

2024年９月調査

「カスタマーハラスメント」に関する企業からのコメント

ここ数年、「カスハラ」は増えていると感じるか

3年以内に「カスハラ」を実際に受けたことがあるか

※複数回答につき合計は
　100％を超える

●カスハラは「増えている」と感じるか（％）

「増えている」28％ ｢減っている」10％

「受けたことがある」33％ ｢受けたことはない」67％

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業
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　「貴社ではおおむね３年以内にカスハラを実際
に受けたことがあるか」について聞きました。
　「受けたことがある」企業は約３分の１の32.6％
に達しました。受けた回数別では、「１回」が9.9％、
「２～５回」が18.4％、「６～９回」が1.4％、「10回以
上」が2.8％となりました。逆に１回も「受けたこ

とはない」企業は66.5％という結果となりました。
　「受けたことがある」企業の割合を従業員規模別
でみると、30人以上では37.7％、30人未満では
30.8％で、やや30人以上の企業の方が高くなって
います。

　「受けたことがある」企業の割合を業種別でみる
と、サービス業（46.2％）、卸小売業（34.2％）、建設

46.2

34.230.8
25.4

37.7

30.832.6

受
け
て
い
る

受
け
て
い
る

業（30.8％）、製造業（25.4％）の順に高くなってい
ます。業種により商流の違いや直接的にカスタマ
ーに触れる割合などに違いがあることから差が生
じたものと考えられます。
　サービス業では、複数回以上受けたことがある
企業割合が３分の１を超える35.9％に達し、他の
業種よりかなり高くなっています。
　なお、「10回以上」受けたことのある企業の実数
は、建設業が３社、卸小売業が2社、サービス業
が１社の計６社でした。

◇次号は「カスハラの形態」と「カスハラのきっか
　　　　けとなった具体的な理由」予定

「カスハラ」は
増加しているか？

業種別

３年以内に「カスハラ」を
受けたことがあるか？

業種別
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　「本調査におけるカスタマーハラスメント（以下、
「カスハラ」という。）の定義」　顧客・取引先等から
の職場環境が害されるレベルの不当要求のこと。
自社側に落ち度がないにもかかわらず金品等を要

求されたり、落ち度があったとしても脅迫や威嚇、
暴行などを用いて非常識かつ不当な要求を受ける
こと。

　「ここ数年、世間一般におけるカスハラは増え
ていると感じるか」を聞きました。
　「増えている」が28.3％、「減っている」が10.4％、
「変化なし」が34.0％、「分からない」が26.9％とい

う結果になりました。
　「増えている」と感じている企業を従業員規模別
でみると、30人以上が30.2％、30人未満が27.7％
となり大差はありませんでした。逆に「減ってい
る」と感じている企業は、30人以上の17.0％に対
し、30人未満では8.2％となり差が開く結果となり
ました。

7

　製造業
◇食品を取り扱っているとどうしても出てくるもの。
　最近は、フリーダイヤルで高齢の方から内容の無
　い長い電話が増加傾向にある。　　　
◇法律で規制しないと対応できない思う。
◇お客さまのご意見や要望と、カスハラは重なる部
　分もあり、線引きが難しいと感じる。（以上、食料品） 
◇日頃から社員教育の中で注意するとともに、顧客
　との連携を密にしておくことが大切だと思う。　
　　　　　　　  　　　　　　　　　 （医療機器）
◇売る側と買う側は、「商品やサービスの提供～対価
　の支払い」という関係においては、対等であるべ
　きだと考える。 　　　　　　　　　　　   （雑貨）
◇ここ数年は業界全体で健全化が進み、過剰な要求
　や不当な言いがかりなどが減少していると感じて
　いる。依然として、納期に対する厳しい要求はあ
　るが、対応可能な範囲での調整が認められるよう
　になった。　　　　　　　　　　　  （印版・紙器）
◇特に中小企業では、対策を講じるのは難しいよう
　に思う。　　　　　　　　　  （プラスチック製品）
◇当社はB to Bの商流のため、カスハラに遭遇する機
　会自体が少ないように思う。　　　　（金属製品）
◇最近、ニュース等でたびたび取り上げられている
　ため世間に実態が明らかにされてはいるが、自分
　の周りではその様なことは感じてはいない。これ
　だけ取りざたされれば、カスハラに敏感になり、
　より減っていくことを期待したい。　  （金属製品）
　建設業
◇カスタマー（顧客）への対応事例はないが、施工現
　場近隣からの苦情（音・渋滞・ホコリ等）への対応
　の負担が大きい。 　　　　　　　（総合建設業）

◇当社の場合は、車両運転に対するハラスメント（ク
　レーム）が全て。全車にドライブレコーダーを装
　着し、安全運転スローガンや対応の仕方等の教育
　を適宜実施している。 　　 　　　    　 （内装仕上）
◇自社側に落ち度があって、賠償する際に過剰な請
　求をされるケースがあった。　　　（土木工事業）
◇最近、たまたま知らない人からのカスハラがあっ
　たが、通常はほとんどない。　　　　   （建築業）
◇弊社において、一社のみ該当する会社（担当）が 
　ある。その担当者は、発注権限を持っているので
　今のところ対策方法が無く苦慮している。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　   （機械設置工事）
 　卸小売業
◇弊社では、カスハラと感じるお客さまはいないが、
　今後、そういったことが起きた場合、きちんと対
　応できるようにしておきたい。   （和洋菓子小売）
◇地元の固定客が多いため、現状ではカスハラ等の
　経験はないが、今後は念のため対策を考えておい
　たほうが良いと感じている。　　　  （自動車小売）
 　サービス業
◇“お客さまは神様だ”を間違って解釈してしまった
　顧客側が、　自分のわがままを企業側に押し付けて
　いるだけだと思う。  　　　　　　　　   （運輸）
◇従業員の丁寧な説明等により、カスハラの減少に
　繋がると考えており、従業員教育を徹底していく。
◇不当なレビューを書かれてしまい、残念なことが
　一回あった。　　　　　　　　　　  （以上、旅館）
◇以前から定期的にあった理不尽なクレームを、「カ
　スハラ」と表現しやすくなったため、店側も少々過
　敏になっている気もする。　　    　　　  （飲食店）

8

　「増えている」と感じている企業の割合を業種別
にみると、建設業（40.0％）、サービス業（33.3％）、
製造業（25.4％）、卸小売業（9.8％）の順となり、卸
小売業が最低という結果となりました。

　「減っている」と感じている企業の割合は、卸小
売業（12.2％）、製造業（10.4％）、サービス業（10.3
％）、建設業（9.2％）の順で大差はありませんでし
た。
　「変化はない」と感じている企業の割合は、卸小
売業（41.5％）、建設業（35.4％）、製造業（34.3％）、
サービス業（23.1％）という結果となりました。

［調査要領］
実施期日：2024年９月上旬～中旬
実施方法：第195回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収212社（製造業67社、建設業65社、
　　　　　卸小売業41社、サービス業39社）
　　　　　うち従業員30人未満159社（75.0％）

企業アンケート
「カスタマーハラスメント」 ①

2024年９月調査

「カスタマーハラスメント」に関する企業からのコメント

ここ数年、「カスハラ」は増えていると感じるか

3年以内に「カスハラ」を実際に受けたことがあるか

※複数回答につき合計は
　100％を超える

●カスハラは「増えている」と感じるか（％）

「増えている」28％ ｢減っている」10％

「受けたことがある」33％ ｢受けたことはない」67％
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●賃上げを実施した企業の「内容」（％）
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　「貴社ではおおむね３年以内にカスハラを実際
に受けたことがあるか」について聞きました。
　「受けたことがある」企業は約３分の１の32.6％
に達しました。受けた回数別では、「１回」が9.9％、
「２～５回」が18.4％、「６～９回」が1.4％、「10回以
上」が2.8％となりました。逆に１回も「受けたこ

とはない」企業は66.5％という結果となりました。
　「受けたことがある」企業の割合を従業員規模別
でみると、30人以上では37.7％、30人未満では
30.8％で、やや30人以上の企業の方が高くなって
います。

　「受けたことがある」企業の割合を業種別でみる
と、サービス業（46.2％）、卸小売業（34.2％）、建設
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30.832.6
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業（30.8％）、製造業（25.4％）の順に高くなってい
ます。業種により商流の違いや直接的にカスタマ
ーに触れる割合などに違いがあることから差が生
じたものと考えられます。
　サービス業では、複数回以上受けたことがある
企業割合が３分の１を超える35.9％に達し、他の
業種よりかなり高くなっています。
　なお、「10回以上」受けたことのある企業の実数
は、建設業が３社、卸小売業が2社、サービス業
が１社の計６社でした。

◇次号は「カスハラの形態」と「カスハラのきっか
　　　　けとなった具体的な理由」予定

「カスハラ」は
増加しているか？

業種別

３年以内に「カスハラ」を
受けたことがあるか？

業種別
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　「本調査におけるカスタマーハラスメント（以下、
「カスハラ」という。）の定義」　顧客・取引先等から
の職場環境が害されるレベルの不当要求のこと。
自社側に落ち度がないにもかかわらず金品等を要

求されたり、落ち度があったとしても脅迫や威嚇、
暴行などを用いて非常識かつ不当な要求を受ける
こと。

　「ここ数年、世間一般におけるカスハラは増え
ていると感じるか」を聞きました。
　「増えている」が28.3％、「減っている」が10.4％、
「変化なし」が34.0％、「分からない」が26.9％とい

う結果になりました。
　「増えている」と感じている企業を従業員規模別
でみると、30人以上が30.2％、30人未満が27.7％
となり大差はありませんでした。逆に「減ってい
る」と感じている企業は、30人以上の17.0％に対
し、30人未満では8.2％となり差が開く結果となり
ました。
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　製造業
◇食品を取り扱っているとどうしても出てくるもの。
　最近は、フリーダイヤルで高齢の方から内容の無
　い長い電話が増加傾向にある。　　　
◇法律で規制しないと対応できない思う。
◇お客さまのご意見や要望と、カスハラは重なる部
　分もあり、線引きが難しいと感じる。（以上、食料品） 
◇日頃から社員教育の中で注意するとともに、顧客
　との連携を密にしておくことが大切だと思う。　
　　　　　　　  　　　　　　　　　 （医療機器）
◇売る側と買う側は、「商品やサービスの提供～対価
　の支払い」という関係においては、対等であるべ
　きだと考える。 　　　　　　　　　　　   （雑貨）
◇ここ数年は業界全体で健全化が進み、過剰な要求
　や不当な言いがかりなどが減少していると感じて
　いる。依然として、納期に対する厳しい要求はあ
　るが、対応可能な範囲での調整が認められるよう
　になった。　　　　　　　　　　　  （印版・紙器）
◇特に中小企業では、対策を講じるのは難しいよう
　に思う。　　　　　　　　　  （プラスチック製品）
◇当社はB to Bの商流のため、カスハラに遭遇する機
　会自体が少ないように思う。　　　　（金属製品）
◇最近、ニュース等でたびたび取り上げられている
　ため世間に実態が明らかにされてはいるが、自分
　の周りではその様なことは感じてはいない。これ
　だけ取りざたされれば、カスハラに敏感になり、
　より減っていくことを期待したい。　  （金属製品）
　建設業
◇カスタマー（顧客）への対応事例はないが、施工現
　場近隣からの苦情（音・渋滞・ホコリ等）への対応
　の負担が大きい。 　　　　　　　（総合建設業）

◇当社の場合は、車両運転に対するハラスメント（ク
　レーム）が全て。全車にドライブレコーダーを装
　着し、安全運転スローガンや対応の仕方等の教育
　を適宜実施している。 　　 　　　    　 （内装仕上）
◇自社側に落ち度があって、賠償する際に過剰な請
　求をされるケースがあった。　　　（土木工事業）
◇最近、たまたま知らない人からのカスハラがあっ
　たが、通常はほとんどない。　　　　   （建築業）
◇弊社において、一社のみ該当する会社（担当）が 
　ある。その担当者は、発注権限を持っているので
　今のところ対策方法が無く苦慮している。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　   （機械設置工事）
 　卸小売業
◇弊社では、カスハラと感じるお客さまはいないが、
　今後、そういったことが起きた場合、きちんと対
　応できるようにしておきたい。   （和洋菓子小売）
◇地元の固定客が多いため、現状ではカスハラ等の
　経験はないが、今後は念のため対策を考えておい
　たほうが良いと感じている。　　　  （自動車小売）
 　サービス業
◇“お客さまは神様だ”を間違って解釈してしまった
　顧客側が、　自分のわがままを企業側に押し付けて
　いるだけだと思う。  　　　　　　　　   （運輸）
◇従業員の丁寧な説明等により、カスハラの減少に
　繋がると考えており、従業員教育を徹底していく。
◇不当なレビューを書かれてしまい、残念なことが
　一回あった。　　　　　　　　　　  （以上、旅館）
◇以前から定期的にあった理不尽なクレームを、「カ
　スハラ」と表現しやすくなったため、店側も少々過
　敏になっている気もする。　　    　　　  （飲食店）
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　「増えている」と感じている企業の割合を業種別
にみると、建設業（40.0％）、サービス業（33.3％）、
製造業（25.4％）、卸小売業（9.8％）の順となり、卸
小売業が最低という結果となりました。

　「減っている」と感じている企業の割合は、卸小
売業（12.2％）、製造業（10.4％）、サービス業（10.3
％）、建設業（9.2％）の順で大差はありませんでし
た。
　「変化はない」と感じている企業の割合は、卸小
売業（41.5％）、建設業（35.4％）、製造業（34.3％）、
サービス業（23.1％）という結果となりました。

［調査要領］
実施期日：2024年９月上旬～中旬
実施方法：第195回景況アンケート調査に併記
調査企業：回収212社（製造業67社、建設業65社、
　　　　　卸小売業41社、サービス業39社）
　　　　　うち従業員30人未満159社（75.0％）

企業アンケート
「カスタマーハラスメント」 ①

2024年９月調査

「カスタマーハラスメント」に関する企業からのコメント

ここ数年、「カスハラ」は増えていると感じるか

3年以内に「カスハラ」を実際に受けたことがあるか

※複数回答につき合計は
　100％を超える

●カスハラは「増えている」と感じるか（％）

「増えている」28％ ｢減っている」10％

「受けたことがある」33％ ｢受けたことはない」67％
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　「貴社ではおおむね３年以内にカスハラを実際
に受けたことがあるか」について聞きました。
　「受けたことがある」企業は約３分の１の32.6％
に達しました。受けた回数別では、「１回」が9.9％、
「２～５回」が18.4％、「６～９回」が1.4％、「10回以
上」が2.8％となりました。逆に１回も「受けたこ

とはない」企業は66.5％という結果となりました。
　「受けたことがある」企業の割合を従業員規模別
でみると、30人以上では37.7％、30人未満では
30.8％で、やや30人以上の企業の方が高くなって
います。

　「受けたことがある」企業の割合を業種別でみる
と、サービス業（46.2％）、卸小売業（34.2％）、建設
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業（30.8％）、製造業（25.4％）の順に高くなってい
ます。業種により商流の違いや直接的にカスタマ
ーに触れる割合などに違いがあることから差が生
じたものと考えられます。
　サービス業では、複数回以上受けたことがある
企業割合が３分の１を超える35.9％に達し、他の
業種よりかなり高くなっています。
　なお、「10回以上」受けたことのある企業の実数
は、建設業が３社、卸小売業が2社、サービス業
が１社の計６社でした。

◇次号は「カスハラの形態」と「カスハラのきっか
　　　　けとなった具体的な理由」予定

「カスハラ」は
増加しているか？

業種別

３年以内に「カスハラ」を
受けたことがあるか？

業種別
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　「令和６年１月からNISA制度が拡充され（以下、
「新NISA」といいます）、制度の恒久化、非課税投
資枠の拡大、非課税保有期間の無期限化等が図ら
れたことを知っているか」について聞きました。
　「知っている」76％と「聞いたことはある」21％を
合わせた「知っている」は97％、「知らない」はわず
か３％で、大半の方が知っていました。
　男女別で見ると、男性の「知っている」は97％、
女性の「知っている」は96％となり、ほぼ同様の結
果となりました。
　世代別で見ると、「知っている」割合が10～20代
で96％、30～40代で98％、50代以上で96％となり、
全世代でほぼ同様の結果となりました。

◇学生にも投資教育の充実を！！　　　　   （10代男性）
◇若者は年金など老後のために投資し、資産を増や
　す必要があると思う。積立式で時間分散等を図り
　長期的に投資することを進めたい。
◇NISAや投資は難しそうで、手を出しにくいと感
　じる。　　　　　　　　　　　  （以上、20代女性）
◇今後もNISA制度を活用し、非課税枠をうまく使
　いたいと思う。　　　　　　　　　　  （20代男性）
◇「人生100年時代」、「2,000万円問題」に向けて、投
　資は必須になると思うので、積極的に活用してい
　きたい。　　　　　　　　　　　　  　　 　
◇投資という全く知らない分野に対して、自ら勉強
　しなくてはいけない時代だと思う。本やネットか
　らの知識をどれだけ行動に移せるかが重要だと思

　う。　　　  　　　　　　　　（以上、30代男性）
◇日本は他の国と比べても資産を投資で運用する人
　が少ないが、NISAは投資を始めるきっかけとし
　て良い制度だと思う。　　　　　　　（30代女性）
◇リスクがある以上、貯蓄として最適とは言えない
　が、全てを預金だけに回すのであれば、何割かは
　投資にあてた方が未来に夢がありそうと感じてい
　る。今のところは、貯金額の数割を投資に回すの
　がベターかと考えている。　　　　　　　　　　
◇NISAは現制度で適切。iDeCoについては、拠出額
　の増額が必要と考える。　　　（以上、50代男性）
◇投資は元本保証されない恐さがあるが、配当利回
　りが良くPER（株価収益率）が高くなく、利益率が
　良く安定している会社に投資したい。  （60代男性）

［調査要項］
実施期日：2024年９月上旬～中旬
実施場所：長野信用金庫本支店窓口
調 査 数：373人（男性232人・女性141人）
調査要領：アンケート用紙に記述（無記名）

　｢新NISAを利用しているか」について聞きました。
　「利用している」が55％、「利用していない」が45
％で10㌽の差で「利用している」人が多いという結
果になりました。
　男女別で見ると、男性の「利用している」は59
％、女性の「利用している」は50％となり、男性の
方が９㌽高い結果となりました。
　世代別で見ると、「利用している」割合が10～20
代で69％、30～40代で66％、50代以上で38％とな
り、若い世代ほど利用率が高く、50歳を境にかな
りの差があるという結果になりました。

生活者アンケート
「新NISA」 ①
2024年９月調査

◆「新NISA」が制度の恒久化、非課税投資枠・保有期間
　の無期限化等が図られたことを知っているか 

「知っている」97％ 「知らない」3％ 
◆「新NISA」を利用しているか

「利用している」55％  「利用していない」45％ 

｢新NISA」に関する生活者からのコメント
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●新NISAを利用しているか（全体・％）
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後の国府を結ぶ支道が、麻
績から曰理（犀川の渡し場）
を通って越後に通じていま
した。この支道が塩崎地区
を通っていたと考えられる
ので、この図に描かれた直
線的な道路はその可能性が
あるわけです。
　図の右上の「字将軍塚」の
山上には、５世紀に築造さ
れたという越将軍塚古墳が
あります。また右側（西側）
の山麓には、「長谷神社」「長
谷寺」「諏訪社」（中郷神社）
といった古社寺が連なって
いて、この地域の古さがう
かがえます。
北国街道と北国西街道
　江戸時代も塩崎地区は重要な街道が２本通って
いて、その追分（分岐点）がありました。街道の１
本は北国街道です。中山道の追分宿（軽井沢町追
分）から小諸、上田を経て、善光寺から越後に通
じています。加賀百万石の大名行列が通る要路で
した。もう１本は北国西街道です。中山道の洗馬
宿（塩尻市）から松本を通って、塩崎地区の篠ノ井
追分で北国街道に合流しています。善光寺参りの
旅人が行き来するので、善光寺街道とも呼ばれて
います。
　この図では、左下から右（西）に向かう街道がす
ぐに左（南）に折れて千曲川を渡り、屋代方面に通
じています。これが北国街道で、「国道」と記され
ています。一方左下の道は、千曲川方面に左折せ
ずに、やや細い道を直進することもできます。こ
れが北国西街道（善光寺街道）で、北国街道から分
かれてすぐに一里塚があったことは、「字一里塚」
という字名によって分かります。
篠ノ井追分
　北国街道から北国西街道が分岐する一帯は篠ノ
井追分と呼ばれ、正式な宿場ではありませんが茶
屋があり宿泊ができました。大坂・京都から中山
道を通って江戸に下る際、洗馬宿から北国西街道
（善光寺街道）に入って善光寺参りをし、北国街道
を通って中山道の追分宿に出る人々がいました。
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　この図は、明治時代に作られた「更級郡塩嵜村」
の図の主要部分です。現在の長野市篠ノ井塩崎で
す。上が南で、下が北になっています。ここでは
カットしましたが、北側（下側）が「正和村」に隣
接しています。正和村は明治８年（1875）から明治
14年（1881）にかけて存在したので、この図はその
間に描かれたことが分かります。
　字の境界が網目のように描かれていて、字名が
記されています。水田と山地が着色されていて、
畑と宅地は着色されていません。右側（西側）が山
地で、水田は南北に通る２本の道の間にあります。
水田地帯には「字○○田」といった字名が多く見ら
れます。
千曲川と畑作地
　南（上）から北（下）に向かって流れて来た千曲川
が、途中から東向きに流れを変えています。これ

11

（31） 篠ノ井塩崎
小林　一郎
長野郷土史研究会会長

に平行するように、街道が上部中央から下（北）に
向かって続き、これも東に方向を変えています。
この街道は北国西街道（善光寺街道）です。畑はこ
の千曲川と街道との間にあり、「字○○川原」とい
った字名が見られます。畑はまた右側（西側）の山
すそにもあります。
東山道の支道
　右側（西側）の山地に沿うように、直線に近い道
路が南北に通じています。右上の山裾にある長谷
寺から東に延びる直線道路と十文字に交差してい
て、人為的に造られた道路のように見えます。こ
れは信濃の国府と越後の国府を結んでいた、東山
道の支道の名残かもしれません。
　平安時代の『延喜式』によれば、都と東国を結ぶ
東山道は、伊那谷から国府のあった松本を通って
上田方面に通じていました。また信濃の国府と越

その場合は行き帰りに篠ノ井追分を通るので、旅
人はここに荷物を預けることができました。江戸
から京都・大坂に上る旅人も同様です。
　明治時代になると、明治12年（1879）に更級郡役
所が篠ノ井追分の「欣浄寺」に置かれるなど、この
地は更級郡の行政の中心地となりました。
千曲川の渡河地
　塩崎地区は、千曲川の矢代（屋代）の渡しがある
など、善光寺平南部の千曲川渡河地として重要な
場所でした。旧渡し場は明治５年（1872）に舟を並
べた舟橋となり、明治22年（1889）には木橋が架け
られました。昭和２年（1927）には旧渡し場の600
ｍほど下流に、篠ノ井橋が架けられました。現在
の篠ノ井橋は平成６年（1994）に完成したもので
す。やはり舟橋から始まった粟佐橋も、屋代と塩
崎地区南部を結んでいます。
　鉄道の千曲川橋梁は、明治21年（1888）に旧渡し
場の上流に架けられ、現在はしなの鉄道に受け継
がれています。北陸新幹線の千曲川橋梁は、旧渡
し場付近に平成８年（1996）に架けられました。
　長野自動車道の千曲川橋は、旧渡し場の上流
500ｍほどに平成５年（1993）に架けられました。

11月号は「篠ノ井小松原」の予定です。

長野信用金庫　すかい
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軻良根古神社に建つ「明治天皇御召換之処」の碑。千曲川の舟橋を
輿で渡った明治天皇が、ここで馬車に乗り換えられた記念碑
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後の国府を結ぶ支道が、麻
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を通って越後に通じていま
した。この支道が塩崎地区
を通っていたと考えられる
ので、この図に描かれた直
線的な道路はその可能性が
あるわけです。
　図の右上の「字将軍塚」の
山上には、５世紀に築造さ
れたという越将軍塚古墳が
あります。また右側（西側）
の山麓には、「長谷神社」「長
谷寺」「諏訪社」（中郷神社）
といった古社寺が連なって
いて、この地域の古さがう
かがえます。
北国街道と北国西街道
　江戸時代も塩崎地区は重要な街道が２本通って
いて、その追分（分岐点）がありました。街道の１
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ぐに左（南）に折れて千曲川を渡り、屋代方面に通
じています。これが北国街道で、「国道」と記され
ています。一方左下の道は、千曲川方面に左折せ
ずに、やや細い道を直進することもできます。こ
れが北国西街道（善光寺街道）で、北国街道から分
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屋があり宿泊ができました。大坂・京都から中山
道を通って江戸に下る際、洗馬宿から北国西街道
（善光寺街道）に入って善光寺参りをし、北国街道
を通って中山道の追分宿に出る人々がいました。
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総合企画部

※複数回答につき合計は100％を超える

◆回答者数
 10～20代 30～40代 50代以上 計
 男性 31 68 37 136
 女性 17 31 22 70
 計 48 99 59 206
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本店　〒380-8686　長野市居町 133-1　TEL 026-228-0221㈹

長野信用金庫　URL https：//www. nagano-shinkin. jp/

 

物価について ①

　「『新NISA』を利用している方にその理
由」を聞きました。
　全体の１～３位を見ると、「税金がか
からない」58％、「少額でも利用できる」
46％、「老後の資金づくり｣35％となって
います。
　男女別で見ると、男性の１～２位は全
体と同様で、３位は「老後の資金づくり」
と「預貯金の金利が低い」が同率、女性
の１～３位は全体と同様になりました。
　世代別で見ると、10～20代の１～２
位は全体と同様で、３位は「投資につい
て学ぶため」と「預貯金の金利が低い」が
同率、30～40代は全体と同様、50代以
上の１位は全体と同様、２位は「預貯金
の金利が低い」、３位は「少額でも利用
できる」と「老後の資金づくり」が同率と
いう結果になりました。
　　　　　  〈当金庫・2024年９月調査〉
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●みなさまの税務相談のご案内［11月］ （注）上の店名は開催場所、下の（　）内店名はその相談日に含まれる対象店です。

開　催　日 午　　前 午　　後 午　　前 午　　後開　催　日

11月 7日 木

  8日 金

  12日 火

 13日 水

  14日 木

 18日 月

11月19日 火

  22日 金

  25日 月

  26日 火

  27日 水

  28日 木

●「新NISA」を利用している理由
　　　　　　　　　　　　　　　（全体・％）

更　北　支　店
（松  代  支  店）
城　北　支　店
（若  槻  支  店）
南　　支　　店
（七  瀬  支  店）
篠 ノ 井 支 店
（川  柳  支  店）
墨　坂　支　店

（須坂支店・太子町支店）
大 豆 島 支 店
（長  池  支  店）

伊 勢 宮 支 店
（石  堂  支  店）
柳　原　支　店
（東 長 野 支 店）
吉　田　支　店
（古  里  支  店）
川中島駅前支店
（川中島支店）
飯　山　支　店
（山ノ内支店）

戸　倉　支　店
（上山田支店・坂城支店）

善光寺下支店
（権  堂  支  店）
小 布 施 支 店
（中  野  支  店）

屋　代　支　店
（稲荷山支店）
大 門 町 支 店
（桜枝町支店）

若　穂　支　店
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